
20年後、あなたの暮らしはどうありたいですか？
その時に、高松・香川がどうなっているといいと思いますか？
コミュニティ財団は、市民が意志を持って地域に関わり、支え合うための仕組みです。
どこかの組織や企業、行政がつくるのではなく、みんなでお金を出し合ってつくる財団です。

「誰か」ではなく「みんな」で
地域の未来を支えるコミュニティ財団をつくろう！

財団設立に向けてみなさんの
ご寄付が必要です

ただいま、設立準備中！

3,000円～
寄付金額は

この事業は２０２1年度休眠預金等活用事業「地域の資金循環とそれを担う組織・若手支援者を生み出す人材育成事業」に採択されています。

まずは基本財産（純資産）が必要です
財団設立には基本財産として３００万円が必
要です。これを市民のみなさんからのご寄付
であつめます。３００万円に達したら財団法人
登記をします。

300万円を超えた部分は
助成プログラムの原資になります
①の純資産を超えた部分が助成プログラムの
原資になります。助成プログラムの内容は、
ホームページで順次公開していきます。
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２

ご寄付いただいた方は、あたらしい仕組みの創設者の一人、財団の設立発起人としてお名前を
記録・公開させていただきます。２０２３年８月３1日までにご寄付くださった方は、全員設立発
起人になります。（お名前の公開に同意くださった方のみ公開します）

みなさまからの
応援基金を
募集します！

現 金¥

WEB

BANK

¥

目標は 設立発起人

たかまつ讃岐てらす財団は
年度内に公益法人化を目
指します。財団が公益法人
になれば、寄付者の方は税
制上の優遇措置が受けら
れるようになります。つま
り、税金の代わりに自分が
共感するアイディアやプロ
ジェクトにお金を使えます。
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百十四銀行 高松市役所支店
普通 ０８０８１９６
たかまつ讃岐てらす財団設立準備委員会

サイトからお申し込みください
http://sanuki-tellus.jp/

直接渡してください

クレジット
カードOK

そして

万円以上！300 1000人以上！

大美 光代（NPO法人わがこと 代表理事）・有澤 陽子（NPO法人子育てネットひまわり 代表理事）
森田 桂治（NPO法人アーキペラゴ 副理事長）・藤本 泰雄（前高松市教育長）
澤田 みのり（香川大学大学院創発科学研究科）・三村 尚（みどり合同税理士法人グループ）

たかまつ讃岐てらす財団準備委員会



ももたろう基金はこちら
https://www.momotarosaigai.jp例えば災害等の緊急時には…

お隣の岡山県では、平成30年７月豪雨災害の時に、公益財団法人みんなでつくる財団おかや
まが中心となって、被災地支援に特化した基金（ももたろう基金）を24時間以内に立ち上げ、
刻一刻と変化していく被災地のニーズに、より早く、より柔軟に対応することができました。

地域は今、さまざまな課題を抱えています

このままではマズイ…！

初年度はこんな助成事業を検討しています

こんな時にも力を発揮します

てらす財団の仲間になってください

担い手不足 NPOの
後継者問題

若者の
県外への流出

公的資金の
減少

身近なところで起きている問題・課題がほっとけない！
こんなものがあったらいいのに！を形にしたい人。

自ら動く！
プレーヤータイプ

てらす財団ができること＞＞＞

気になることはあるけど、自分で動くのはなかなか
難しい…。でもできることはやりたいし、応援したい人。

できることでお役に立ちたい！
サポータータイプ

てらす財団ができること＞＞＞

何が起こっているのか、何が課題なのか正直わからない。
でも、ちょっと地域が気になりはじめた人。

まずは知りたい！
フォロワータイプ

てらす財団ができること＞＞＞

新しいアイディアやチャレンジの実現のために
ご寄付のご協力をお願いします。

助成プログラムについては準備が整い次第公開します。
初年度は、10万円～50万円の助成規模の事業を複数採
択予定です。今年12月までに公募、審査を経て助成先を
決定し、採択された団体が事業を開始します。

詳細は裏面をご覧ください▶

あなたの応援者を見つけます

地域で起きていることを
知る機会を提供します

あなたにもできる
関わり方を提案します

たくさんの人が関わることで 埋もれていた小さな声も拾うことができます。
たくさんの人が集まることで自分が関われるところを見つけることができます。
たくさんの人で地域という地面を耕し、小さな種が芽吹いていく土壌をつくります。

これからの地域課題とてらす財団の役割

これらの課題は「どこか」の「誰か」が頑張って解決
できるようなことではありません。「私たち」が「みん
な」で関わらないと、今まで当たり前にできていた
ことが、やがてできなくなってしまいます。

● 子ども若者が発案したプロジェクトへの助成
● 子ども・若者に多様な出会いや体験を提供するプロジェクトへの助成
● 学校の「総合的な学習(探究)の時間」を支える助成
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¥

¥

¥

あなたはどの
タイプ？

活動団体が地域でより効果的な
活動ができるように支える
情報発信／活動支援／
NPO事務のサポート

プレーヤー、サポーター、
フォロワーを
地域の中でつなぐ
事業報告会／交流会

活動団体に公募を通して
意志のある資金を渡す
助成プログラムの構築／
事業指定型寄付のサポート

「地域をよくしたい」という
意志のある資金を預かる
寄付預かり／基金開設／
公益化に伴う税額控除／遺贈

てらす財団の
5つの役割

地域にどんな困りごとがあるのか、
市民の小さな声を聴く
地域円卓会議／NPOヒアリング／調査

connect
つなぐ

subsidize
わたす

support
ささえる

receive
あずかる

¥

てらす財団は、地域で活動するプレーヤーを支え、
チャレンジがうまれやすい寛容な地域社会をつくります


